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発 言 通 告 書 

【件名及び発言の要旨】 

１ シェアリングエコノミーの活用について 

(1) シェアリングエコノミー事業者の活用を部局ごとの考えだけ

でとどめるのではなく、全庁的に研究・活用することを推進さ

れてはいかがか。 

(2) 人と人とのつながりが希薄になってきていると言われる時代

に、シェアリングエコノミーを介した新たなコミュニティづく

り、共助の仕組みづくりをどのように考えるか伺う。 

(3) 万代会館のような地域資源を長く維持していくためにも、「シ

ェアビレッジ」のような民間の取り組みを活用することを検討

されてはいかがか。 

 

２ 学校での熱中症対策について 

(1) 今現在、市内公立学校に熱中症に関する対策指針のようなも

のはあるのか。また、その指針をもとにどのような指示をして

いるのか、教育長に伺う。 

(2) 本市も熱中症のリスクから児童・生徒を守るために、暑さ指

数（ＷＢＧＴ）を基準としたガイドライン等の策定が必要と考

発言者氏名  髙橋英昭 

発言の会議  平成３０年 ９月１９日  本会議 

発言の種類  質 疑、一般質問、緊急質問、討 論、その他 

質疑等の方式  一 括、一問一答 

答弁を求める者  市 長、教育長 



髙橋英昭 議員 

- 2 - 

えるがいかがか。教育長に伺う。 

(3) 運動やスポーツの際の熱中症対策として、また、災害避難所

での２次被害防止の観点からも、市内の体育館へのエアコン設

置を検討されてはいかがか。市長、教育長に伺う。 

 

３ 市立２病院のあり方について 

(1) うわまち病院の建てかえ方針を見ると、地理的な理由で移転

を判断したと見えるが、検討の中で地域医療構想を考える上で

の医療的メリット等は判断材料に全く入っていないのか伺う。 

(2) うわまち病院の移転先を検討する上で、市内北部の医療体制

は横浜南共済病院などで充実している。東部は横須賀共済病院、

西側には市民病院があるとなれば、移転先は市内南部に極力近

い所がよいと思うが、いかがお考えか。 

(3) 市民病院は、答申の中にもあった、他の地域が 30分圏内であ

るのに対し「脳卒中の患者搬送時間が西側で 60分圏内となって

いる」という文面からも、まずは早急に脳神経外科の診療体制

を整備する必要性があると考えるが、いかがか。 

(4) 市立２病院体制を維持していくとなれば、市民病院も患者に

も医師にも選ばれる病院である必要がある。そのためにはしっ

かりと投資していくことも必要だ。今後、市民病院も強化して

いかなければならないと考えるが、いかがか。 


